震災支援　バイヤーとのマッチング会「東北じのもん食品見本市（3月7日）」を開催予定
復興支援委員会　委員長　松波 道廣（中央支会）
matu0273@hotmail.com

◆復興支援のお礼
昨年初め、南三陸町に仮設商店街をつくる支援についてお声掛けしたところ、多くの皆様より義捐金を協賛頂き、無事に仮設商店街がオープンできました。誠に有り難うございました。マスコミなどで報道の通り、現在も頑張って営業中です。今年は物資などの調達支援の段階を終え、自立支援の仕組み作りなど第２フェーズの支援に移っており、見本市のご案内と合わせて、以下に活動のご報告をさせて頂き、今後も引き続きご協力お願い申し上げます。

◆開催予定・東北じのもん食品見本市
被災地の食品加工業者と首都圏の中小スーパーや飲食店の仕入・売場担当者とのマッチング会を開催します。お知り合いのバイヤーへのご案内、運営のお手伝い、当日の参加などぜひご協力ください。
（１）日時：2013年3月7日(木)12～17時

（２）場所：東京都中小企業振興公社（秋葉原）第２展示室

（３）出店費：3,000円（1社）20社募集
震災以降、被災地の事業者はいまだに復旧の目処も立たず、困難な状況が続いています。被災地のための見本市や展示会は数多く開かれていますが、小企業は、人材不足のため、東京に営業担当を送ることができません。そこで、診断士ならではの見本市を開催します。以下が企画内容です。
・東北の診断士等の専門家と連携し、商品力のある小規模事業者を発掘
・東京に出て来ることができない事業者の代わりに診断士等が商品紹介
・小規模事業者の育成のため、①商品開発や改善の事前コンサルティング、②事業案内や商品紹介シートの作成方法など、被災地の専門家と首都圏の専門家が一体となって支援
◆過去に実施した内容
（１）仮設商店街への物資支援

宮城県南三陸町に30店舗が入居する「南三陸志津川福興名店街（さんさん商店街）」がオープンした際は、協賛企業からの物資提供が概算240万円、義援金からの物資購入が290万円、合わせて約530万円と想定を大きく上回る額になりました。

（２）その他の仮設商店街支援

陸前高田市つどいの丘商店街、気仙沼市紫市場、東松島市仮設商店街、名取市閖上さいかい市場などに義援金から物資やチラシ印刷代のご支援をさせていただきました。
（３）バスツアー

委員会主催で昨年4、6月、今年1月、東商中央支部主催で昨年9月、計138名に参加いただきました。
（４）鮎川グリーンツーリズム

　石巻市鮎川地区の町興しのため、漁業と観光を企画・体験するツアーを実施し、16名に参加いただきました。
（５）診断士向けセミナー

能力開発推進部と連携して、相談員研修、小売業コンサルタント養成講座を開催し、計40名が受講しました。
（６）被災企業への診断士派遣
地元支援者と連携して、研修を受けた方を中心に相当数の人数を派遣し、若手が支援するきっかけともなりました。
（フェースブックページ：fukkoiinkai　問い合せ：satohm@topmark.jp）
